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令和４年度 第７回石狩市厚田区地域協議会 会議録 

 

【 日 時 】 令和４年10月25日（火） 18：00～18：35                                

【 場 所 】 厚田総合センター２階 ホール 

【 出席者 】 ９人（15人中）   

役 職 氏 名 出 欠 役 職 氏 名 出 欠 役 職 氏 名 出 欠 

会 長 渡邉 教円 ○ 委 員 加藤 亞弓 〇 委 員 角野 亮太 × 

副会長 東  幸子 ○ 委 員 鎌田 憲一 ○ 委 員 平賀 敏和 × 

委 員 石田 靖子 × 委 員 小山 玲子 × 委 員 村本 龍一 〇 

委 員 大内 さつき ○ 委 員 今  光江 × 委 員 森田  瞳 ○ 

委 員 岡山  拓 〇 委 員 笹谷 清一 × 委 員 八木沼 英晃 〇 

                                 ※会長・副会長を除き、あいうえお順 

企画経済部企画課   ～ 宇野課長 

厚田支所       ～ 東支所長、吉田市民福祉課長（併 厚田生涯学習課長） 

地域おこし協力隊   ～ 飯塚隊員、奥本隊員、 

集落支援員      ～ 八木沼支援員 

事務局（地域振興課） ～ 髙田課長、永塚主幹、寺尾主査、渡部主査 

【 傍聴者 】 １名 

【 次 第 】 １．開会 

２．会長挨拶 

３．情報交換会（リラックスタイム） 

４．協議事項 

（１）地域づくり基金の活用提案について 

  ・厚田アクアレール実行委員会より 

（２）「厚田カンパニー構想」の具現化について 

５．報告事項 

 （１）新年度予算について 

（２）厚田区地域おこし協力隊について 

６．その他 

７．閉会 
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1. 開会 

開会前に事務局（髙田地域振興課長）より、石田委員、今委員、小山委員、角野委員、平賀委員、笹谷委員の６名の

欠席報告と、併せて渡邉会長より本日の協議会へ厚田区地域おこし協力隊員及び厚田区集落支援員の参加を求め参加

していることを報告し、令和４年度第７回厚田区地域協議会を開会した。 

2. 会長挨拶 

渡邉会長より、委員の皆様へ本日参加いただいたお礼と、協議事項の中で忌憚のないご意見をお願いし挨拶に代え

た。 

3. 情報交換会（リラックスタイム） 

奥本隊員と八木沼支援員より「東京厚田会総会」について、岡山委員より「厚田学園のソクラテスミーティング」に

ついて、それぞれ情報提供を行った。 

4. 協議事項 

（１）地域づくり基金の活用提案について 

【 渡邉会長 】 

協議事項に入りたいと思います。最初の協議事項は、地域協議会の審議事項の一つであります「地域づくり基金の活

用に関する事項」ということで、今回、厚田アクアレール実行委員会より、地域づくり基金の活用提案がありますの

で、事務局より説明をお願いします。 

【 事務局（渡部） 】 

それでは、厚田アクアレール実行委員会の委員長であります簗田が所用のため、事務局であります私からご説明を

させていただきます。本日ご提案させていただきます「あつた水彩画展芸術文化振興事業」ですが、こちらの事業は２

か年で１セット、初年度は作品募集、２年目に展覧会の開催となります。 

来年度、令和５年度の展覧会実施のための予算について、ご提案をさせていただきます。お手元の資料１をご覧くだ

さい。まず、事業の実施概要について、ご説明いたします。事業目的ですが、記載しているとおり「誰もが気軽に取り

組める水彩画の展覧会を厚田区で開催し、全道・全国の方が厚田を訪れる・知る機会を創出すること、市民が優れた芸

術・文化に触れ心豊かな人間性、開催地としての誇りの醸成や活力あるまちづくりを進める」ことを目的としていま

す。 

現段階での令和５年度の展覧会の具体的なスケジュールになりますが、来月から募集を予定しており、締切は令和

５年８月 10日まで、作品審査を９月２日、表彰式を10月７日、展覧会を翌日の10月８日から 10月22日までの15日

間、会場については、前回と同様に道の駅の２階で開催を予定しています。 

令和５年度の予算につきましては、全体事業費で 1,500 千円を見込み、基金の活用は２分の１の補助で 750 千円と

して、ご提案させていただきます。 

総事業費の内訳ですが、報償費が 1,050千円、需用費が355千円、役務費が90千円、その他経費として 5千円にな

ります。私からは以上です。ご審議の程よろしくお願いします。 

【 渡邉会長 】 

只今、厚田アクアレール実行委員会の事務局より、第６回水彩画展に向けた令和５年度の予算の説明がありました。

この事業については先程事務局より説明がありましたが、2か年の事業で今年度は公募の年にあたり、来年度が展覧会

になります。この展覧会に掛かる経費であります 1,500 千円のうち、２分の１の 750 千円について、基金を活用した

いとの提案です。委員の皆様から、何か確認しておきたいことなど、何かありませんか。 

※委員より特になし 
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【 渡邉会長 】 

既に今年度も基金を活用して来年度の展覧会に向けた公募の準備を進められている状況ですし、実行委員会の中で

協議を重ねながら、すばらしい展覧会の開催に向け準備を進めていることと思います。来年度の展覧会は10月という

ことで、お天気が良ければいいなと思います。今までは8月でしたよね。その時期は、道の駅がちょっと混んでごちゃ

ごちゃするので、かえって文化の秋の10月に開催するのは、ちょうどいいのかなと思います。 

それではこの提案については、よろしいでしょうか。 

基金の活用については、承認したいと思います。 

（２）厚田カンパニー構想の具現化について 

【 渡邉会長 】 

続きまして、厚田カンパニー構想の具現化について、事務局より説明をお願いします。 

【 事務局（髙田課長） 】 

私から厚田カンパニー構想の具現化について、ご説明をさせていただきます。資料２になりますが、まずはカンパニ

ー構想を進める上での基本的な考え方等について、簡単にご説明します。「いつまでも、いくつになっても、住み慣れ

た厚田の地で生活がしたい」というそんな想いから、平成28年厚田カンパニー構想を打ち立てた事は既にご承知のこ

とと思っています。また、30 年の区民アンケート調査においては、その必要性について確認を行い、区民の方々は、

少なからず「支え合い」の必要性を感じている事を確認したところです。この構想の理念は、資料２にも書いてありま

すが、地域の困りごとを「できる事を、できる人が、できる時に」を基本として、地域内で互いに支え合い、困りごと

の解決を図るもので、まさに「近説」が実感できる取り組みの一つとなります。 

これまで地域協議会では、今期のテーマについて議論が進められ「関わる」「支え合う」と定めたところであります。 

また、4月より導入した集落支援員は、この具現化に向け内部協議に加わり進めてきておりますので、今後検討を進

めるにあたり集落支援員を核とし、地域協議会や地域課題・活性化に向け取組を進めている地域振興団体、さらに地域

の実情に詳しい自治会・町内会などの関係機関団体の方々にも参画をいただきながら、支え合いのまちカンパニー構

想の具現化に向け、まずは検討会を立上げ準備を進めたいと考えているところです。 

今後のスケジュールについてですが、資料２の中間になりますが、本日、まず地域協議会の委員の皆様に、検討会の

立ち上げの準備を進めていくという方向性について確認していただきまして、次回、11 月の地域協議会の中で、検討

会の設置のメンバーなどを報告し、12 月上旬には検討委員会を発足、また、１回目の検討会を開催するスケジュール

で考えています。また、12 月の協議会では、１回目の検討会で話し合われた内容、今後の動きなどについて報告をさ

せていただきたいと考えています。私からは、以上となります。検討会の設置の方向性について、まずは確認等いただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

【 渡邉会長 】 

ありがとうございます。只今、事務局から説明がありましたが、これまで厚田区が目指す将来の姿を「近説遠来」と

して、住民同士が支え合って、いつまでも住みなれた厚田で生活ができるカンパニー構想を打ち出し、共助の実現を目

指し、地域協議会の中でも、委員の皆様からの意見や、今年の４月より集落支援員を導入し、カンパニー構想の具現化

を進めているところだと思います。カンパニー構想の具現化をさらに進めるために、検討委員会を立ち上げ進めたい

という説明でした。まずは、説明のありました内容について質問等ありましたらお願いします。 

※委員より特になし 

【 渡邉会長 】 

特に意見がないようですので、地域協議会としてそのように進めていただきたいと思いますので、よろしくお願い

します。地域協議会から検討会のメンバーに含めたいという説明もありましたので、委員の皆様のご協力についても
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よろしくお願いします。 

それでは、これで協議事項について、終わりたいと思います。 

5. 報告事項 

（１）新年度予算について 

事務局（渡部主査）より報告 

・協議会の中で委員の皆様からいただいた意見から、移住定住関係では、視察や研修、地域のトリセツなど、子ども

関係では、子どもの夢を叶える事業や、地域と子どもが関わる事業など、地域おこし協力隊や集落支援員の活動も

視野に、新年度に向け予算を検討している旨報告。 

（２）厚田区地域おこし協力隊について 

  事務局（寺尾主査）より報告 

  ・地域おこし協力隊に１名の応募があり、９月に面接を行ったが採用に至らなかった旨の報告と、ほぼ同時に３名の

応募があり、11月上旬の面接に向け調整している旨報告。 

 

6. その他 

・「ＪＰ０１まつりinチ・カ・ホ」について 

・石狩灯台一般公開＆ライトアップイベントについて 

・議会報告会について 

・次回の日程について、11月 29日（火）18時から望来コミュニティセンターで開催することで了承。 

7. 閉会 

18時35分に閉会。 

 

令和 4 年 11 月 28 日 議事録確定 

                                  石狩市厚田区地域協議会 

                                     会 長  渡 邊  教 円 


